
 
 

 

 

 

 

太平洋諸国連合体 

2016 年 4 月 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



 

今日の太平洋諸国連合体  
“リマ合意書”のなかで、2011 年に創設された 

 

 

 

 

 

 

  

候補国：3 カ国 
Candidates 

42 カ国 オブザーバー
Observers 

正会員：4 カ国
Members 



目的 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
*産業界からの追加的な目標：TPP 合意の交渉過程に寄与する. 

太平洋諸国連合体に最適な規制と市場環境をつくり上げる 

商品、各種サービス、資本およびヒ
トの自由な流通、移動 

✓  太平洋諸国連合体において、サプリメントにおける貿
易障壁をなくし、成長市場を構築する 

✓  ラテンアメリカ地域に関する規制モデルとなる 

✓  アセアンハーモニゼーションモデルと一致して、 

アジア太平洋地域＊における地域間貿易の機会をこの
方法で促進する 
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太平洋諸国連合体:組織 
 

 

 
 

会長 

チリ June 29 & 30 

ペルー
ーー
Peru 

MofH, Commerce 
and Economy 

1st Ministers 

産業界 MofH Tech, Commerce, 
Economy and CEAP 



 

規制の改善 

第 1 期 
産業界 (CEAP) 

提案 

第 2 期 

政府間調整 

第 3 期 
各国の規制に取り

込む 

 
産業界の優先分野: 
医薬品、食品、サプリメント、医

療機器、ハーブ療法とホームケア  

 

当局の課題: 
ハーモニゼーションの達成:化粧品. 
現状: 医薬品とサプリメント 

今後: 産業界提案内容の質次第 



 

 

サプリメント  

当局の交渉現状  

     定義 

討議そして/あるいは合意済 

  

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分類 

流通網 

Channel 

GMP 

製品の位置づけ 

（通知人） 

最大値 

ボタニカル 

生理活性物質 

ラベル表示 

自由販売証明書 

強調表示 

 

IADSA規制ワーク

ショップ 

４月１９日 

現時点の作業

グループ 

次の段階 

太平洋諸国連合体 

ビジネス評議会

（CEAD）による特定 

 
 
貿易に対する

技術障壁 
 



 
▪ 追加の協力、科学的訓練そして能力育成プログラム 

▪ 当局との“room next door”フォーマットへの継続的な参画 

▪ 地方協会(ANAISA, ANDI, ペルー combo と ALIMSA)へのガイダンス 

次の段階  

政府 

 
 

 

ビジネス協議会 (CEAP) 

▪ 次回会議－2016年 4月 26日の週に web exで、そして 5月 3-5日にリマで
開催 

▪ 定義に対して合意: 

o 生理学的効果 

o 生理活性 

▪ 地方産業界との交渉会議を持つために MofHと経済省 

▪ ４ヶ国の MofH代表者間で、次の段階における合意 

▪ 専門家による追加の訓練・教育を要求するトピック（課題）を取り出す 



 

 
 

 

 

Insurgentes Sur No 859, Piso 2, Oficina 255 
Col. Nápoles, Del. Benito Juárez, C.P. 03810 

México, D.F. Tel. 55.56151564, 
gerencia@anaisa.mx 
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